
2005年3月期　決算説明会

　　　　トヨタ自動車株式会社
　　　　2005年5月10日



１． 経営の方向性について（20分）

２． 05/3期決算概要（10分）

３． 質疑応答

４． 休憩（10分）

５． 追加質疑応答（30分）

説明者：取締役社長　張　富士夫

ﾒﾃﾞｨｱ向け：30分
投資家・ｱﾅﾘｽﾄ向け：20分

説明者：専務取締役　鈴木　武

説明者：専務取締役　鈴木　武



将来予測・インサイダー取引について
　本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、目標、計画、戦略などの将来に関する記述が含ま
れております。これらの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報に基づく判断および仮定に
基づいており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変
動可能性に照らし、将来における当社の実際の業績または展開と大きく異なる可能性があります。
なお、上記の不確定性および変動可能性を有する要素は多数あり、以下のようなものが含まれます。
主要市場における経済情勢および需要ならびに競争状況等の変動
為替相場の変動（主に円／米ドル相場、円／ユーロ相場）
原価低減や設備投資を計画通り実施する当社の能力
当社の主要市場における貿易、環境保全、自動車排ガス、燃費効率、安全性等当社の事業や　　　　
　 財務状況に影響を与える各種法律、規制
主要市場における政治情勢
適宜、新製品を開発し市場へ投入する当社の能力
その他当社が事業活動を行う上での様々な障害
　以上の不確実性および変動要素全般に関する追加情報については、当社の有価証券報告書または
米国証券取引委員会に提出された年次報告書（フォーム20-F）をご参照ください。

インサイダー取引に関するご注意：
企業から直接、未公開の重要事実の伝達を受けた投資家（第一次情報受領者）は、
当該情報が「公表」される前に株式売買等を行うことが禁じられています（証券取引法166条）。
同法施行令により、二以上の報道機関に対して企業が当該情報を公開してから12時間が経過した時点、
または、証券取引所に通知しかつ内閣府令で定める電磁的方法（ＴＤnetの適時開示情報閲覧サービス
およびED-NET公開WEBサイト）により掲載された時点を以って「公表」されたものとみなされます。



取締役社長取締役社長

張　　富士夫張　　富士夫



05/305/3期決算サマリー期決算サマリー
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05/305/3期決算サマリー期決算サマリー

い ず れ も 過 去 最 高 を 記 録い ず れ も 過 去 最 高 を 記 録

18兆5,515億円連結売上高　：

連結営業利益　：

連結当期純利益　：

1兆6,721億円

1兆1,712億円



更なる発展に向けて・・・
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9090年代後半の大きな環境変化と戦略転換年代後半の大きな環境変化と戦略転換

環境変化環境変化 戦略転換戦略転換

①80円/$の円高（95年）

②アジア危機（97年）

③欧州統合、中国興隆

④京都議定書の採択

①為替ﾘｽｸﾌﾘｰ

②最適生産

③拠点開拓

④環境技術



海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移

１９９５年：１８カ国２５拠点１９９５年：１８カ国２５拠点



海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移

２００５年：２６カ国５１拠点２００５年：２６カ国５１拠点



基盤作り、そして収益の最大化努力基盤作り、そして収益の最大化努力

設備投資（連結）の推移 ﾁｪｺ

中国・長春
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基盤作り、そして収益の最大化努力基盤作り、そして収益の最大化努力

ﾁｪｺ設備投資・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰの推移
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海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移海外生産拠点の推移

２００５年以降：更なる拡大へ・・・２００５年以降：更なる拡大へ・・・
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基盤作り、そして収益の最大化努力基盤作り、そして収益の最大化努力
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今後の方向性今後の方向性

～～2121世紀の成長に向けての布石～世紀の成長に向けての布石～



さらなる質的な転換の必要性さらなる質的な転換の必要性

市 場 創 造 戦 略

ヒ ト と エ ネ ル ギ ー の た め の 新 技 術 開 発ヒ ト と エ ネ ル ギ ー の た め の 新 技 術 開 発

持続可能なモビリティの実現へ



市 場 創 造 戦 略

環境負荷ゼロ環境負荷ゼロ

事故ゼロ事故ゼロ

不便ゼロ不便ゼロ

走る楽しさ走る楽しさ

安心安心

もてなし・快適もてなし・快適

“Zero-nize” “Maxi-mize”



市 場 創 造 戦 略

“Zero-nize” “Maxi-mize”

「エコ」と「パワー」の両立へ「エコ」と「パワー」の両立へ

ハリアーHV クルーガーHV

新型プリウス
初代プリウス

ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾅ ｯ ﾌ ﾟ の 拡 充ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾅ ｯ ﾌ ﾟ の 拡 充



市 場 創 造 戦 略

“Zero-nize” “Maxi-mize”

衝 突 安 全衝 突 安 全

歩行者保護に配慮した歩行者保護に配慮した
ボディ構造などボディ構造など

予 防 安 全予 防 安 全 交通
環境

クルマ

人

三位一体となった三位一体となった
安全への取り組み安全への取り組み

VDIMVDIMなどなど



さらなる質的な転換の必要性さらなる質的な転換の必要性

グ ロ ー バ ル な 競 争 力 強 化

絶 え る こ と の な い 原 価 低 減 活 動絶 え る こ と の な い 原 価 低 減 活 動

海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化

新技術を、

よりリーズナブルな価格で、

より多くのお客様へ



グ ロ ー バ ル な 競 争 力 強 化

新たな次元での原価低減活動：新たな次元での原価低減活動：

「「 VIVI 活動」活動」
Value Innovation

部品単位の活動　→　システム単位の活動
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グ ロ ー バ ル な 競 争 力 強 化

海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化

IMVIMVの取り組みの取り組み

ﾏﾚｰｼｱ



TMMTX
（ﾃｷｻｽ）

TMMI
（ｲﾝﾃﾞｨｱﾅ）ｻﾎﾟｰﾄ

グ ロ ー バ ル な 競 争 力 強 化

海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化海 外 オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 律 化

TMMK
（ｹﾝﾀｯｷｰ）

TMMBC
（ﾒｷｼｺ）

ｻﾎﾟｰﾄ



グ ロ ー バ ル な 競 争 力 強 化

グ ロ ー バ ル 化 す る R & D 体 制グ ロ ー バ ル 化 す るグ ロ ー バ ル 化 す る R & DR & D 体 制体 制

★
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★

★

★
★



目指すべき体制目指すべき体制

欧 北　米

アジア・

その他

日　本

４ 極 で バ ラ ン ス の と れ た 収 益 構 造 　４ 極 で バ ラ ン ス の と れ た 収 益 構 造 　



株主還元株主還元

連結配当性向重視の配当政策

1株当り利益の

継続的な増加

一段と高いﾚﾍﾞﾙの

連結配当性向へ



株主還元株主還元
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05/3期配当金：６５円（前期比＋２０円）
連結配当性向：18.3% ６５円６５円



専務取締役専務取締役

鈴　木　　武鈴　木　　武



05/305/3期サマリー期サマリー

1兆6,721億円連結営業利益　：◆

18兆5,515億円連結売上高　：◆

740万8千台連結販売台数　：◆

1兆1,712億円連結当期純利益　：◆

723万1千台連結生産台数　：◆

108円／ドル（5円の円高）

135円／ユーロ（2円の円安）

為替レート　：
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　＋1,600

為替変動の影響
　　　　　△1,400

代行返上益の減少

△598

（億円）

研究開発費の増加
ほか　　　△1,849

為替変動の影響・代行返上益の減少を除いて為替変動の影響・代行返上益の減少を除いて2,0002,000億円超の増益億円超の増益

実質増益幅

+2,051億円
営業面の努力　

＋2,300

営業利益増減要因営業利益増減要因



所在地別セグメント　：　日本
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所在地別セグメント　：　北米
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所在地別セグメント　：　欧州
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所在地別セグメント　：　その他
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来期見通し　：　連結販売台数
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来期見通し　：　設備投資他

設備投資設備投資
（億円）（億円）

減価償却費減価償却費
（億円）（億円）

研究開発費研究開発費
（億円）（億円）

800

800

1,500

5,200

8,300

(-358)

(+373)

(+663)
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(+1,628)

(+316)7,700日　本

(+169)1,500その他

(+87)1,100欧　州

(-30)2,200北　米

(+149)7,700(+542)12,500連 結 　 計



台数等の見通し（トヨタ・レクサスブランド）

来期見通し来期見通し
（（05/405/4--06/306/3））

当期実績当期実績
（（04/404/4--05/305/3））

1,9821,990輸出

戸

千台

4,500

5,500

1,830

3,610

3,770

3,127海外

戸4,392住宅

5,044海外現地販売

1,804国内販売

千台3,749国内生産



単独業績見通し

105円/ﾄﾞﾙ

135円/ﾕｰﾛ

5,000

7,700

6,200

94,000

億円 億円億円

-8137,013営 業 利 益

3円の円高108円/ﾄﾞﾙ

135円/ﾕｰﾛ
為替レート

-2935,293当 期 純 利 益

-8628,562経 常 利 益

1,81792,183売 上 高

来期見通し来期見通し
（（05/405/4--06/306/3））

当期実績当期実績
（（04/404/4--05/305/3））

＜日本基準＞

増減増減
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